
　　チョウの食草と食樹 

 

アゲハ  

　林縁部から都市部など、多くの場所で見られるアゲ

ハの仲間。食草は栽培ミカン類やカラスザンショウな

どのミカン科の植物。似た見た目をしているキアゲハ

との見分け方は、前翅の胴体寄りの上部分（中室）

が、黒い線状になっているのがアゲハ、全体的に黒く

なっているのがキアゲハ

である。 

 

 

←​キアゲハ​　​食草はニンジンやパセリ

などのセリ科の植物。 

 

 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　​　　    サンショウ 

 

ジャコウアゲハ 

　明るい草原環境や、やや暗い場所で生息しているア

ゲハの仲間。食草はウマノスズ

クサなど、ウマノスズクサ科の

植物。後翅の帯が長めで、胴体

を横から見ると赤い線が入って

いる。　　　　　　　　　　　

　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　  ​ウマノスズクサ 

←ジャコウアゲハの幼虫 

 

ナガサキアゲハ 

　農地や人家周辺に生息するアゲハの仲間。食草は
ナツミカンやユズなどの栽
培ミカン類である。 
昔は九州や四国南部までが
生息環境だったが、食草の
栽培拡大や温暖化の影響で
北上してきたチョウであ
る。 

 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　​ミカン 
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モンシロチョウ 

　平地などの農地やその周辺の

荒地などに生息するシロチョウ

の仲間。食草はキャベツやアブ

ラナなど、アブラナ科の植物。

日中は、タンポポ類やヒメジョ

オンなどの花に訪れる。 

 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　​　　セイヨウアブラナ 

 

ヤマトシジミ 

　カタバミが生えている場所に生息する、シジミチョウの仲
間。食草はカタバミ。日中は、低い
位置を飛び、カタバミやシロツメク
サなどの花に訪れる。 
 
 
 
 
　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   ​カタバミ 

 

 

ベニシジミ 

　農地周辺の小規模な草地から、都市
部の荒地などに生息する、シジミチョ
ウの仲間。食草はスイバやギシギシな
どのタデ科の植物。日中は、タンポポ
類やヒメジョオンなどの草本の花に訪
れる。都市部では生息環境が限られて
いる。 

　　　　　　　　　　　　　　　　　
　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    ​ギシギシ 
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アカボシゴマダラ（幼虫あり） 

平地～低山地の樹林に生息する、タテハチョウの
仲間。食草はエノキ（アサ科）である。 

　原産地：中国大陸の人為的
に持ち込まれた特定外来生物
である。 

 

←アカボシゴマダラの幼虫 

ゴマダラチョウやオオムラサキの
幼虫に似ている　　　　　　　　 

　　　　　　　　 特定外来生物に指定されている　　　　　　エノキ 

　　　　　　　　 ため、飼育は禁止されている。　 

　　　　　　　 （写真は指定前の飼育個体）​　　　　　　　　　　
　　　　　　　 

 

ツマグロヒョウモン（幼虫あり） 

主に平地～丘陵地の明るい草地に生息する、タテ
ハチョウの仲間。食草は、スミレの栽培種（パン
ジーなど）や、タチツボスミレやスミレなどであ
る。 

分布が北方に拡大して
おり、東京では２００
０年代に入り普通に見
られるようになった。 

 

　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　↑​ツマグロヒョウモン幼虫　　　　　　　　　　　　　　　　タチツボスミレ 

 

ヒメアカタテハ 

平地～山地の明るい草地に生息する、タテハチョ
ウの仲間。 

食草はハハコグサ、
ヨモギ、ゴボウなど
である。都市部では
秋になると個体数が
増加する。 

 

　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　     ​ヨモギ 
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サトキマダラヒカゲ 

平地～山地の森林の森林に生息する、タテハチョ

ウの仲間。クヌギやコナラなどの樹液を好んで集

まる。 

食草はマダケ、アズマ

ネザサなどのタケ・サ

サ類である。 

 

 

 

　　　　　　　　　　　　　　　​　 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    アズマネザサ​　　　 

 

 

ヒメジャノメ 

雑木林周辺の開放的な環境を好んで生息する、

タテハチョウの仲間。草地上を跳ねるように飛

び、葉上によく止まる。食草はイネ、チヂミザ

サ（イネ科）や

カサスゲ、ヒメ

スゲ（カヤツリ

グサ科）など。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　カサスゲ　 

 

 

イチモンジセセリ 

秋にかけて都市の花壇など、どのような場所でも見られ

る。日中敏速に飛翔し、花によく訪れる。 

　食草はイネ、イヌムギ、

チガヤ、ススキなどのイネ

科植物。 

 

 

 

   

                                                   　　　　　　　　　　​ススキ  
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セスジスズメ​（幼虫あり） 

平地、草地、住宅地などに生息する、スズメガの仲

間。 

　生活型は、卵→幼虫→

さなぎ→成虫の、完全変

態を行う。土中に潜り、

さなぎになる。 

　食草は​ヤブガラシ​、サ

トイモなど様々な植物。 

 

→セスジスズメ幼虫 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　​ヤブカラシ 

 

 

ウンモンスズメ 

スズメガの仲間。 

前翅の薄い緑に濃い緑をぼかし

た模様が雲の様に見えることか

らこの名が付いているスズメガ

の仲間。 

食草は​ケヤキ​、ニレ。 

 

 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   　　　　　　　  ​ケヤキ 

 

 

オオミズアオ 

平地から高原まで広く生息する大型のヤママユガの

仲間。夜間、よく灯火に飛来。 

　食草は、モミジ、アンズ、​サク

ラ、ウメ​など。 

オナガミズアオと見た目が似てい

る。 

 

 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ​ソメイヨシノ 
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ヤママユ 

ヤママユガの仲間。 

本種の繭から作られる生糸は、淡い緑色をしてい

て高級絹の材料として利用される。食草はブナ科

の​クヌギ​、​コナラ​、カシやバラ科の葉。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　​コナラ 
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